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人事院「給与制度の総合的見直し」

県内経済にも大きな影響を及ぼす賃金水準引下げ反対！

地方公務員の給与削減を狙いうちする「見直し」を阻止しよう！要請署名にもご協力を！

　人事院は昨年8月、「給与制度の総合的見直し」の検討を報告しました。「給与制度の総合的見直し」の概要は裏面のとおりです。

この間、公務員連絡会・自治労は、「そもそも見直しが必要なのか」「見直すことに意義があるのか」「どういった給与制度にしたいための見直しなのか」といった入口のところから、人事院との交渉・協議を行ってきています。

賃金や退職金にも大きな影響が！

仮に「地域間給与配分の見直し」が行われた場合、給料表水準の引き下げがされ、地域手当で調整（上乗せ）されたとしても、賃金総額は低下します。

給料表の水準が下がるということは、それを基礎として計算される手当（給料の調整額や退職手当）も連動して下がるからです。
また、地域手当の支給率（現行10％）を県内一律とすることが守られないかもしれないといった点も懸念されています。

さらに、「世代間給与配分の見直し」が行われた場合、労働条件の切り下げ（不利益変更）の問題が生じます。2006給与構造改革時には、現給保障として措置されましたが、その対象者はいまもなお存在し、何年たっても、あるいは定年まで昇給しない状態が続いていることを忘れてはなりません。

このような見直しは、年代に関係なく、年収や生涯賃金に大きなマイナス影響を与えます。

3/13県労連春闘要求交渉で言及

県労連は3月13日、副知事に2014春闘要求書を手交しました。この中で、「2年に亘る大幅な賃金カットに職員が協力していることの重みをしっかりと受け止めた対応を求める」「人事院報告では給与の地域間・世代間配分の見直しなどを検討課題としており、その内容は地方公務員への影響を想定した場合、極めて問題の多いもの」と指摘しました。

また同日、人事委員会に2014春季要求書を提出し、さらに、「労働基本権制約の代償機関として、公民給与較差を確実に解消するため、人事委員会勧告制度を十全に機能させることが重要」「県職員の置かれた現状を正しく映した勧告を求める」と強調しました。
県内経済を失速させない取組みを！

給与制度は、職務実態、雇用と生活条件の変化に応じて、より一層、公平性・公正性を高める観点から見直されるべきです。そのため、人事院や人事委員会、あるいは県当局が見直しを行おうとする場合には、重大な勤務条件の変更として、組合との十分な交渉・協議と合意に基づくものでなければなりません。

また、中小・地場の企業における賃金水準の指標として用いられることの多い公務員賃金の見直しは、県内経済へも大きく影響を及ぼします。

地域間格差を拡大し、給与水準を引き下げるために行う「給与制度の総合的見直し」をはね返す取組みは、これからが勝負です。

今年の人事院及び人事委員会勧告・報告の動向を十分に注視しながら、自治労県職労は自治労・県労連に結集し、全力でこの問題に取り組みます。
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政府は、2013年11月15日、公務員の給与の取り扱いに関する閣議決定において、2014年3月で特例減額を終了する一方、「給与体系の抜本改革に取り組む」ことを決定し、その具体的措置のとりまとめを人事院に要請しました。これを受けた人事院は、「給与制度の総合的見直しにむけた検討を早急に進め、必要な勧告を行う」との総裁談話を、同日公表しました。

人事院は、2013年の報告で「給与制度の総合的見直しを行う」として、2014勧告にむけ検討を進めており、その主な理由として地域における官民の給与差をあげています。

人事院「給与制度の総合的見直し」項目
①地域間の給与配分の見直し

②世代間の給与配分の見直し

③諸手当の見直し

④昇給効果の見直し

⑤技能・労務関係職種の給与の見直し

⑥組織形態の変化への対応

地方公務員への影響は大！

　もしかしたら、「民間賃金が低いところだけに影響があるの？」「高年齢層職員の賃金が下がるだけ？」という疑問もわいてくるかもしれません。

しかし、国家公務員の俸給（給料）表が引き下げになるということは、地方公務員全体に大きな影響を及ぼすものです。

特に、今回の見直しは、国家公務員については、給与の「全体原資（＝給与に使っている総額）」の中で、手当や職員間での配分の変更となるものです。　　　

しかし、給料表の水準が下がるということは、それを基礎として計算される手当も連動して下がりますし、地域手当が非支給であるところによっては、給料表の引き下げ分、そのまま賃金が下がることになります。

したがって、地方公務員にとっては、結果として賃金水準そのものの引き下げに直結するものなのです。
　＜給料表引き下げのイメージ＞

「地域間配分」見直しの問題点

給与制度の総合的見直しにおける課題の中でも、特に地方公務員給与への影響が懸念されるのが、「地域間給与配分の見直し」です。

人事院は2013年の報告で、「大都市部を含まない民間賃金の低い地域における地域の実情を見る」ため、厚生労働省の賃金構造基本統計調査(いわゆる賃金センサス)による民間賃金の低い12県の官民較差を全国の官民較差と比較し、その率の差を「2ポイント台半ば」(2013年の比較)と算出しました。

そして、この較差を埋めるべく、人事院は、2014年の官民較差を踏まえて、全国共通の俸給表水準の引き下げと地域手当による調整という、2006給与構造改革と同じ手法によって、地域間の給与配分の見直しを検討しています。
この見直しは、2006給与構造改革と同じように、特に地方公務員にとっては給与水準の引き下げに直結することになります。
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「世代間配分」見直しの問題点

　給与カーブの差に関して、民間においては50歳台前半層をピークとして給与が下がる傾向にあります。その結果として、民間においては、50歳台前半層の方が後半層に比べ、高位の役職段階の従業員が多くなっています。公務においては、50歳台後半に管理職等へ昇任することから、50歳台後半層の方が高位の役職段階の職員が多くなります。

このように、役職構成が異なるがゆえの給与カーブ差は、人事管理の違いに基づくものであり、そもそもその差を埋めるべきなのか疑問です。
むしろ、現状を維持しないと50歳台後半層については、役職別給与の官民均衡を歪め、職務給の原則にも反することになります。

現在でも、40歳台、50歳台前半層の給与カーブ差は民間が公務を上回っています。しかし、50歳台後半層の給与水準引き下げは40歳台からの給与カーブにも大きな影響を与える可能性があり、結果として、給与カーブをさらに下方に動かすことになりかねません。

いずれにしても、世代間配分の見直しを行う場合には、給与のみならず人事管理を含めた幅広い議論が大変重要といえます。
人事院総裁あて
給与制度の総合的見直しに関する要請書

１．給与制度の総合的見直しは重大な勤務条件の変更であることから、公務員連絡会と十分交渉・協議し、合意のうえで検討作業を進めること。合意のないまま、一方的な勧告は行わないこと。

２．地域の公務員給与を引き下げる地域間配分の見直しには反対であり、実施しないこと。

３．世代間配分の見直しについては、その必要性及び人事管理の在り方を含めて、幅広い議論を保障すること。
要請署名を出していない方は、
至急提出をお願いします。




















































一方的な


「給与制度の総合的見直し」をはね返そう！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































